































































して、これは 10 月 1 日現在の話でして、その中
に高齢化率はどのぐらいだと見たときには 32％
を超えているという地域でありまして、65 歳以







































































が 8名、受付が 5名、賛同者 2名という状況でス
タートしましたが、今はこれだけの人間になりま









































































































今の人口状況は、10 月 1 日現在 5,000 人を切り




























































午前 1本、午後 1本の 2本です。これは 4月より












































































































































































































の方から 1回 300 円の寄附をいただいて、あくま
でも寄附という形でやっているのですが、それで
ガソリン代に充てるという各地区で工夫をして継
続性のある組織を立ち上げていただいています。
一方で課題は、田川地区では当初は利用者の方
も多く、そういう利用をしたいという方の声を受
けて始めた活動だったのですが、利用者の方が無
償であるということに対してちょっと遠慮があり、
申し訳ないという気持ちがあるため最近はもう利
用人数が減少してしまっているという課題があり
ます。ドライバーの方は協力をお願いすれば、ま
だ頼める方がいるボランティアをしてくださる方
はいますが、利用者の方が減ってきてしまうとい
うような課題があり、そういう課題を抱えている
地区があります。
この福祉ひろばで行っている送迎ボランティア、
ドライバーの方、主な方というのは町会長さんで
すとか、民生委員さんのOBの方とか現役で活躍
をされている方が、ドライバーとしてお忙しい中
ご協力をいただいている方が多いのですが、そう
いった方、継続性のある取り組みをするという意
味で、城北地区は利用者の方とドライバーさんの
信頼関係を構築するという意味で、年に 1回利用
者の方とドライバーさんとで交流会をやって利用
者の方が日ごろの感謝を込めて、利用者の方だけ
会費をいただいて、その方の会費でお弁当を手配
して、ドライバーの方と一緒に食べるという取り
組みを行っています。
では松本市の補助制度のお話をさせていただき
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たいと思います。概要は福祉ひろばで行う送迎ボ
ランティアに対して補助金というものを設けてお
ります。要件は三つあります。一つは福祉ひろば
の事業推進協議会が認めた団体であること。二つ
目は、あくまでも福祉広場が実施する事業や送迎
に限らせていただくということ。三つ目は、必ず
送迎ボランティア組織のメンバーの方は、送迎サ
ービス補償という保険に加入をしていただくとい
うことを要件として設けております。
市の補助金の対象となるのはどういう経費かと
いうと、その送迎サービス保障という保険に入っ
ていただく、その保険金の掛金に対して市のほう
で全額の補助ということを行っています。例えば
送迎ボランティアの活動に対して市から補助金が
出るから、それをガソリン代に充てようとか、そ
ういうことはできない、あくまでもその保険金に
対しての補助、上限 5万円というような要件もあ
るのですが、そういうような保険金だけ補助させ
ていただいています。その送迎サービス保障の概
要には、AプランとBプランの 2種類のものが
あります。それぞれの地区の状況や利用人数に応
じて活用をしていただいているような保険の内容
になります。
各地区で送迎ボランティアを立ち上げるまでの
流れについては、まず一番最初に大切なこととし
て、地区の中にどれだけ利用をしたい人がいるか、
また、どのようなニーズがあるか、さらにドライ
バーさん、ボランティアとしてどのぐらいの方が
協力をしてくださるかという数を把握することが
一番重要かなと思います。その上で、送迎ボラン
ティアの組織、これはドライバーさんたちがメン
バーとして構成される組織ですが、それを立ち上
げて規約をつくったり、ひろば推進協から正式な
送迎ボランティアの団体としての承認をいただく
ということが必要です。あとは保険に加入するな
ど市のほうに補助金の申請を行う手続をする流れ
になっています。
福祉ひろばの事業から外れるとなると、市が補
助金、私たちで持っている補助制度というのは活
用できなくなってしまうのですが、そういうよう
な継続性のある活動というものを行えるような体
制がとれるのであれば、いいかなと思います。今
後は、さらに地域の中に高齢者がふえる。介護保
険制度の改正も新聞をにぎわせていますけれど
も、地域の方に高齢者を支えていく仕組みづくり
が、さらに求められるとなっていったときに、送
246
３．文部科学省「地（知）の拠点整備事業」
迎ボランティアの取り組みがもっと重要になって
くるかなと思うのです。そのようなことを見据え
て、福祉ひろばの事業というところから協力をし
てくださる担い手の育成ということを目的に、事
業をしていただくといいかなと思い、市としても
各地区の取り組みを支援できればいいかなと思っ
ております。
